
様
式
第
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

様
式
第
八

鉱 業 信 託 原 簿 ペ ー ジ

委 託 者 の 氏 名 又
は 名 称 及 び 住 所

受 託 者 の 氏 名 又
は 名 称 及 び 住 所

受 益 者 の 氏 名 又
は 名 称 及 び 住 所

信 託 管 理 人 の 氏
名 又 は 名 称 及 び
住 所

受 益 者 管 理 人 の
氏 名 又 は 名 称 及
び 住 所

信

託

条

項

予

備

鉱 業 信 託 原 簿 ペ ー ジ

平成˜ 年 月™Ÿ日 金曜日 (号外第™™›号)官 報

（
特
許
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

特
許
法
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
通
商
産
業
省
令
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
一
条
の
四
中
「
、
様
式
第
三
十
四
」
を
「
か
ら
様
式
第
三
十
四
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
号

を
第
十
一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
号
中
「
ま
た
は
」
を
「
又
は
」

に
、「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

受
益
者
の
指
定
に
関
す
る
条
件
又
は
受
益
者
を
定
め
る
方
法
の
定
め
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
め

第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
次
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

四

受
益
者
代
理
人
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所

五

信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
第
百
八
十
五
条
第
三
項
に
規
定
す
る
受
益
証
券
発
行
信
託
で
あ
る

と
き
は
、
そ
の
旨

六

信
託
法
第
二
百
五
十
八
条
第
一
項
の
受
益
者
の
定
め
の
な
い
信
託
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
旨

七

公
益
信
託
ニ
関
ス
ル
法
律
（
大
正
十
一
年
法
律
第
六
十
二
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
公
益
信
託
で
あ
る
と
き

は
、
そ
の
旨

第
二
十
六
条
第
二
項
中
「
前
項
」
を
「
第
一
項
及
び
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の

次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

２

前
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
の
い
ず
れ
か
を
記
載
し
た
と
き
は
、同
項
第
一
号
の
受
益
者（
同

項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
を
記
載
し
た
場
合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
受
益
者
代
理
人
が
代
理
す
る
受
益
者
に
限
る
。）

の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所
を
記
載
す
る
こ
と
を
要
し
な
い
。

第
二
十
六
条
に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

信
託
の
受
益
者
が
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
変
更
を
届
け
出
る
と
き
は
、
様
式
第
三
十
二
に
よ
り
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
電
気
事
業
会
計
規
則
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

２

第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
電
気
事
業
会
計
規

則
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
以
後
に
終
了
す

る
事
業
年
度
分
の
会
計
の
整
理
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

（
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者
の

支
援
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
全
国
商
工
会
連
合
会
及

び
日
本
商
工
会
議
所
が
行
う
債
務
の
保
証
に
係
る
財
務

及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
の
一
部
改
正
に
伴
う
経
過
措

置
）

３

旧
郵
便
貯
金
（
郵
政
民
営
化
法
等
の
施
行
に
伴
う
関

係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律

第
百
二
号
）
附
則
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お

そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る
同
法
第
二
条
の
規

定
に
よ
る
廃
止
前
の
郵
便
貯
金
法
（
昭
和
二
十
二
年
法

律
第
百
四
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
各
号
に
規
定
す
る

郵
便
貯
金
を
い
う
。）は
、
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正

後
の
商
工
会
及
び
商
工
会
議
所
に
よ
る
小
規
模
事
業
者

の
支
援
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
全
国
商
工
会
連
合
会

及
び
日
本
商
工
会
議
所
が
行
う
債
務
の
保
証
に
係
る
財

務
及
び
会
計
に
関
す
る
省
令
第
二
条
第
二
号
の
規
定
の

適
用
に
つ
い
て
は
、
銀
行
へ
の
預
金
と
み
な
す
。

〇
経
済
産
業
省
令
第
六
十
八
号

信
託
法
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
八
号
）
及
び
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
八
年
法
律
第
百
九
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
関
係
法
令
を
実
施
す
る
た

め
、
信
託
法
及
び
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省
令

の
整
備
等
に
関
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
九
年
九
月
二
十
八
日

経
済
産
業
大
臣

甘
利

明

信
託
法
及
び
信
託
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
経
済
産
業
省
関
係
省

令
の
整
備
等
に
関
す
る
省
令

（
鉱
業
登
録
令
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

鉱
業
登
録
令
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
六
年
通
商
産
業
省
令
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
六
条
中
「
前
四
条
」
を
「
第
四
十
二
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
る
。

™Ÿ
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